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道
内
自
治
体
に
お
け
る
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
運
用

状
況
に
つ
い
て

－

総
務
省
二
〇
一
五
年
調
査
の
結
果
に
基
づ
き

　

正　

木　

浩　

司

は
じ
め
に

　
「
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
」（
以
下
、
指
定
管
理

者
制
度
）
は
、
全
国
の
大
方
の
自
治
体
で
は
二
〇
〇
六
年

度
よ
り
本
格
的
に
運
用
が
ス
タ
ー
ト
し
、
二
〇
一
六
年
春

を
も
っ
て
一
〇
年
が
経
過
し
た
。

　

こ
の
一
〇
年
の
間
、
全
国
の
自
治
体
に
お
け
る
同
制
度

の
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
三
年
お
き
に
四
回
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
同
省
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る（
１
）。
調
査
の
結
果
の
公
表
に
つ
い

て
は
、
当
初
か
ら
本
体
と
概
要
版
を
掲
載
し
て
い
る
が
、

二
〇
一
二
年
調
査
か
ら
は
、
都
道
府
県
別
、
指
定
都
市
別
、

指
定
都
市
以
外
の
市
区
町
村
別
に
、
指
定
管
理
者
制
度
導

入
施
設
の
個
票
も
掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
全
国

の
す
べ
て
の
同
制
度
導
入
施
設
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
総
務
省
調
査
の
結
果
は
、
少
な
く
と
も
同

省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
結
果
を
み
る
限
り
、

都
道
府
県
お
よ
び
指
定
都
市
に
つ
い
て
は
一
自
治
体
ご
と

に
集
計
・
分
析
さ
れ
、
各
自
治
体
の
運
用
状
況
が
細
か
に

見
て
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
一
方
、
指
定
都
市
以
外

の
市
区
町
村
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
単
位
で
一
括
集
計
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
市
区
町
村
ご
と
の
運
用
状
況

を
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
あ
ら
た
め
て
集
計
と
分
析
の

作
業
を
要
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
、
総
務
省
二
〇

一
五
年
調
査
の
結
果
（
二
〇
一
六
年
三
月
二
五
日
公
表
）

を
も
と
に
、
道
庁
お
よ
び
道
内
一
七
九
市
町
村
ご
と
に
集

計
し
直
し
た
。
本
稿
は
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
分
析
結
果
か

ら
、
道
内
自
治
体
に
お
け
る
指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
状

況
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
な
目

的
と
し
て
い
る
。

１
．
制
度
の
概
要
と
導
入
の
意
義

　

⑴　

制
度
の
概
要
、
導
入
ま
で
の
経
緯

　

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
総
務
省
発
出
の
「
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
に
つ
い
て
（
通
知
）」

（
二
〇
〇
三
年
七
月
七
日
総
行
行
第
八
七
号
）
に
よ
る
と
、

「
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
に

対
応
す
る
た
め
、
公
の
施
設
の
管
理
に
民
間
の
能
力
を
活

用
し
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

経
費
の
節
減
等
を
図
る
こ
と
」
を
主
な
目
的
と
す
る
。
公
の

施
設
の
運
用
に
お
い
て
、「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
と
「
経

費
の
節
減
」
と
い
う
決
し
て
両
立
が
容
易
で
は
な
い
複
数
の

目
的
を
、
民
間
事
業
者
の
能
力
な
ど
の
よ
り
積
極
的
な
活
用

に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と
す
る
制
度
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
向
け
た
構
想
は
、
総
合
規

制
改
革
会
議
『
中
間
と
り
ま
と
め
』（
二
〇
〇
二
年
七
月

二
三
日
）
で
の
「
公
の
施
設
の
受
託
管
理
者
の
拡
大
」
の

提
言
に
端
を
発
し
、
地
方
分
権
改
革
推
進
会
議
『
事
務
・

事
業
の
在
り
方
に
関
す
る
意
見
』（
二
〇
〇
二
年
一
〇
月

三
一
日
）
に
お
け
る
「
地
方
自
治
法
第
二
四
四
条
の
二
に

基
づ
く
公
の
施
設
の
管
理
受
託
者
の
範
囲
の
拡
大
」
の
提

言
、
総
合
規
制
改
革
会
議
『
規
制
改
革
の
推
進
に
関
す
る

第
二
次
答
申
』（
二
〇
〇
二
年
一
二
月
一
二
日
）
に
お
け
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範
囲
、
そ
の
他
必
要
事
項
を
定
め
る
こ
と

・　

指
定
期
間
を
設
定
す
る
こ
と

・　

指
定
管
理
者
の
指
定
は
議
会
で
の
議
決
を
要
す
る

こ
と

・　

指
定
管
理
者
は
毎
年
度
事
業
報
告
書
を
自
治
体
に

提
出
す
る
こ
と

・　

利
用
料
金
制
が
導
入
可
能
で
あ
る
こ
と

・　

利
用
料
金
の
設
定
は
自
治
体
の
承
認
を
経
て
指
定

管
理
者
が
定
め
る
こ
と

・　

自
治
体
は
、
指
定
管
理
者
に
対
し
、
管
理
業
務
・

経
理
に
関
す
る
報
告
の
要
求
、
実
地
調
査
、
必
要
な

指
示
の
発
出
が
可
能
で
あ
る
こ
と

・　

自
治
体
は
、
管
理
継
続
が
適
当
で
な
い
と
判
断
さ

れ
る
指
定
管
理
者
に
対
し
、
指
定
の
取
り
消
し
、
期

間
を
定
め
た
管
理
業
務
（
一
部
ま
た
は
全
部
）
の
停

止
が
可
能
で
あ
る
こ
と

　

制
度
運
用
は
自
治
体
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
例
え
ば
、
制
度
適
用
施
設
の
選
定
（
自
治
体
直

営
を
維
持
す
る
か
、
指
定
管
理
者
制
度
を
適
用
す
る
か
）、

指
定
管
理
者
の
選
定
方
法
（
公
募
と
す
る
か
非
公
募
と
す

る
か
、
選
定
基
準
に
お
い
て
何
を
重
視
す
る
か
、
な
ど
）、

選
定
委
員
会
の
つ
く
り
方
（
委
員
を
自
治
体
職
員
に
限
る

か
、
民
間
に
も
広
げ
る
か
、
な
ど
）、
指
定
管
理
者
の
募

集
に
お
け
る
施
設
の
区
分
（
一
施
設
と
す
る
か
、
関
係
す

る
複
数
の
施
設
を
一
括
す
る
か
、
な
ど
）、
指
定
期
間
の

長
さ
の
設
定
、
評
価
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
方
法
な
ど
、
運

用
上
の
細
か
な
規
定
の
設
計
は
各
自
治
体
の
判
断
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

２
．
道
内
自
治
体
に
お
け
る
運
用
状
況
と
そ
の
特
徴

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
総
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
調
査
の
結
果
は
、
指
定
都
市
以
外
の
市

区
町
村
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
単
位
で
一
括
集
計
さ
れ
て

い
る
た
め
、一
市
区
町
村
ご
と
の
運
用
状
況
を
知
る
に
は
、

個
票
を
も
と
に
あ
ら
た
め
て
集
計
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

筆
者
は
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
総
務
省
二
〇
一
五
年
調

査
の
結
果
に
基
づ
き
、
札
幌
市
を
除
く
道
内
一
七
八
市
町

村
ご
と
に
、
個
票
の
デ
ー
タ
を
集
計
し
直
し
た
。

　

以
下
、
こ
の
集
計
作
業
か
ら
得
ら
れ
た
、
道
内
自
治
体

に
お
け
る
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
状
況
、
導
入
施
設
の

種
類
、
指
定
管
理
団
体
の
種
別
、
選
定
方
法
、
指
定
期
間
、

指
定
の
取
消
し
等
に
つ
い
て
、
特
徴
な
ど
を
説
明
す
る
。

　

⑴　

導
入
施
設
数
の
推
移

　

こ
れ
ま
で
に
四
回
実
施
さ
れ
て
い
る
総
務
省
の
全
国
調

査
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
数

の
推
移
を
都
道
府
県
別
に
ま
と
め
た
の
が
図
表
１
で
あ
る
。

　

導
入
施
設
数
の
全
国
計
は
、
二
〇
〇
六
年
六
万
一
五
六

五
施
設
、
二
〇
〇
九
年
七
万
二
二
施
設
、
二
〇
一
二
年

七
万
三
四
七
六
施
設
、
二
〇
一
五
年
七
万
六
七
八
八
施
設

と
、
こ
の
一
〇
年
間
は
一
貫
し
て
増
加
が
続
い
て
い
る
。

　

道
内
一
八
〇
自
治
体
（
道
庁
＋
一
七
九
市
町
村
）
の
導
入

施
設
数
を
み
た
場
合
、
道
庁
お
よ
び
札
幌
市
は
全
国
計
と
同

じ
く
増
加
が
続
く
一
方
、
札
幌
市
以
外
の
一
七
八
市
町
村
の

合
計
は
、
二
〇
〇
九
年
調
査
時
の
五
〇
七
一
施
設
を
ピ
ー
ク

る
「
公
の
施
設
管
理
の
民
間
開
放
」
の
提
言
を
受
け
て
具

体
化
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
六
月
六
日
、「
地
方
自
治
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平
成
一
五
年
法
律
第
八
一
号
）

の
成
立
を
も
っ
て
制
度
化
さ
れ
た
。

　

同
改
正
法
は
二
〇
〇
三
年
九
月
二
日
に
施
行
さ
れ
た
が
、

同
制
度
の
導
入
に
伴
っ
て
既
存
の
「
公
の
施
設
の
管
理
委

託
制
度
」
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
転
換
に

三
年
と
い
う
経
過
措
置
期
間
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
全
国
の
自
治
体
に
お
け
る
指
定
管
理
者
制
度
の
本
格

導
入
は
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
二
〇
〇
六
年
度
当

初
に
集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
、
第
一
に
、

従
前
、
自
治
体
出
資
法
人
、
公
共
団
体
、
公
共
的
団
体
に

限
定
さ
れ
て
い
た
公
の
施
設
の
管
理
の
委
託
先
に
つ
い

て
、
団
体
の
種
別
に
よ
る
制
限
が
払
拭
さ
れ
、
株
式
会
社
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
地
縁
団
体
な
ど
、
広
く
開
放
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る（
２
）。
第
二
に
、
権
限
付
与
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
指

定
管
理
者
は
行
政
処
分
に
該
当
す
る
施
設
の
使
用
許
可
の

権
限
も
行
使
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

⑵　

法
の
通
則
と
自
治
体
の
裁
量
の
広
さ

　

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
は
、「
地
方
自
治
法
」（
昭

和
二
二
年
四
月
一
七
日
法
律
第
六
七
号
）
第
二
四
四
条
の

二
第
三
項
か
ら
第
一
一
項
に
、
以
下
の
通
則
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。

・　

指
定
管
理
者
の
指
定
は
条
例
に
よ
る
こ
と

・　

条
例
に
は
、
指
定
の
手
続
き
、
管
理
基
準
、
業
務
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に
減
少
が
続
い
て
お
り
、
二
〇
一
五
年
調
査
で
は
四
九
六

七
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
影
響
し
、
二
〇
一

五
年
調
査
で
は
道
内
計
に
お
い
て
も
二
〇
一
二
年
調
査
比

で
減
少
（
五
七
四
六
施
設
→
五
六
六
〇
施
設
）
と
な
っ
た
。

　

二
〇
一
二
年
調
査
と
二
〇
一
五
年
調
査
を
比
較
し
た
場

合
、
都
道
府
県
別
合
計
数
で
減
少
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

北
海
道
の
ほ
か
、一
二
府
県
（
千
葉
県
、山
梨
県
、岐
阜
県
、

京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
、
広
島
県
、
徳
島
県
、

香
川
県
、
佐
賀
県
、
大
分
県
）
で
あ
る
。
ま
た
、
都
道
府

県
庁
所
管
の
導
入
施
設
の
合
計
数
で
も
、
こ
の
三
年
で
は

減
少（
七
一
二
三
施
設
→
六
九
〇
九
施
設
）と
な
っ
て
い
る
。

　

⑵　

道
内
自
治
体
に
お
け
る
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

　
　

状
況

　

図
表
２
は
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
施
設
数
別
に
み

た
道
内
一
七
九
市
町
村
（
三
五
市
一
四
四
町
村
）
の
分
布

状
況
で
あ
る
。

　

第
一
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
か
ど
う
か
の
選
択
は
各
自
治
体
の
裁
量

に
よ
る
と
こ
ろ
、
導
入
施
設
が
皆
無
の
自
治
体
も
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、二
〇
一
五
年
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、

道
内
に
は
一
二
町
村
（
福
島
町
、
木
古
内
町
、
長
万
部
町
、

島
牧
村
、
神
恵
内
村
、
利
尻
町
、
訓
子
府
町
、
え
り
も
町
、

＜図表１＞　都道府県別の指定管理者制度導入施設数の推移
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道
庁
お
よ
び
二
市
、
一
〇
〇
台
が
三
市
で
あ
る
。
な
お
、

町
村
で
は
六
七
施
設
の
中
標
津
町
が
最
多
で
、
五
〇
施
設

以
上
は
四
団
体
で
あ
る
。

　

道
内
で
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
五
六
六

〇
施
設
に
つ
い
て
、
道
庁
・
市
部
・
町
村
部
の
区
分
で
み

る
と
、
道
庁
二
七
三
施
設
（
四
・
八
％
）、
市
部
三
八
二
五

施
設
（
六
七
・
六
％
）、
町
村
部
一
五
六
二
施
設
（
二
七
・

六
％
）
と
な
り
、
全
体
の
約
三
分
の
二
を
市
部
で
占
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、指
定
都
市
一
市
（
札
幌
市
）

と
中
核
市
二
市
（
旭
川
市
、
函
館
市
）
の
三
市
だ
け
で
計

一
五
三
五
施
設
（
二
七
・
一
％
）
に
上
る
。
導
入
施
設
数

の
平
均
値
は
、
市
部
で
一
〇
九
・
三
、
町
村
部
で
一
〇
・
八

に
な
る
。
図
表
３
に
あ
る
と
お
り
、
導
入
施
設
数
の
上
位

は
、
上
か
ら
、
①
旭
川
市
、
②
函
館
市
、
③
釧
路
市
、
④

札
幌
市
の
順
に
な
る
。

　

⑶　

導
入
施
設
の
種
別

  

総
務
省
調
査
で
は
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
の
種

別
に
つ
い
て
、
以
下
の
五
つ
の
区
分
で
問
わ
れ
て
い
る
。

①　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

体
育
館
、
武
道
場
等
、
競
技
場
（
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
等
）、
プ
ー
ル
、
海
水
浴
場
、
宿
泊
休
養
施
設
（
ホ

テ
ル
、
国
民
宿
舎
等
）、
休
養
施
設
（
公
衆
浴
場
、
海
・

山
の
家
等
）、
キ
ャ
ン
プ
場
、
学
校
施
設
（
照
明
管
理
、

一
部
開
放
等
）
等 

②　

産
業
振
興
施
設

産
業
情
報
提
供
施
設
、
展
示
場
施
設
、
見
本
市
施
設
、

開
放
型
研
究
施
設
等

③　

基
盤
施
設

公
園
、
公
営
住
宅
、
駐
車
場
・
駐
輪
場
、
水
道
施
設
、

下
水
道
終
末
処
理
場
、
港
湾
施
設
（
漁
港
、
コ
ン
テ
ナ
、

旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
）、
霊
園
、
斎
場
等

④　

文
教
施
設

図
書
館
、
博
物
館
（
美
術
館
、
科
学
館
、
歴
史
館
、
動

中
札
内
村
、
広
尾
町
、
本
別
町
、
陸
別
町
）
あ
る
。

　

第
二
に
、
町
村
部
で
は
、
導
入
施
設
数
「
一
以
上
一
〇

未
満
」
が
最
も
多
く
、
八
二
団
体
が
該
当
し
、
五
六
・
九

％
を
占
め
る
。
次
い
で
、「
一
〇
以
上
二
〇
未
満
」
が
二
九

団
体
（
二
〇
・
一
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

導
入
施
設
数
が
一
～
一
九
の
町
村
は
一
一
一
団
体
と
な
り
、

こ
れ
が
道
内
町
村
全
体
の
七
七
・
一
％
を
占
め
る
。

　

第
三
に
、
市
部
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
は
顕
著
な
特
徴

を
指
摘
し
難
い
が
、「
一
以
上
一
〇
未
満
」
か
ら
「
三
〇
〇

以
上
」
ま
で
、分
布
が
広
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

ま
た
、
強
い
て
言
え
ば
、「
二
〇
以
上
三
〇
未
満
」
が
九

団
体
と
最
も
多
い
。

　

第
四
に
、「
一
〇
〇
以
上
」
は
、
町
村
で
は
一
つ
も
な

い
が
、道
庁
と
九
市
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
そ
の
内
訳
は
、

五
〇
〇
以
上
が
三
市
、
四
〇
〇
台
が
一
市
、
二
〇
〇
台
が

＜図表２＞　指定管理者制度導入施設数におけ
　　　　　　る道内市町村の分布状況

＜図表３＞　道内自治体別の指定管理者制度導入施設数上位10団体況
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る
い
は
そ
の
両
方
に
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
、
道
庁
お
よ
び
市
部
に
限

る
と
い
っ
そ
う
顕
著
に
な
り
（
道
庁
九
〇
・
八
％
、
市
部

五
四
・
〇
％
）、
町
村
部
に
限
る
と
特
徴
と
は
言
え
な
く
な

る
（
一
三
・
六
％
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
導
入
施
設
数
上
位

七
団
体
に
お
け
る
施
設
の
種
別
が
強
く
影
響
し
、
道
庁
お

よ
び
市
部
で
は
「
基
盤
施
設
」
へ
の
導
入
が
突
出
し
て
高

い
。
ま
た
、
導
入
施
設
数
に
お
い
て
市
部
が
全
体
の
三
分

の
二
以
上
を
占
め
る
状
況
下
、
全
道
の
導
入
施
設
数
の
総

計
に
も
こ
の
特
徴
が
表
出
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」、「
産

業
振
興
施
設
」、「
文
教
施
設
」、「
社
会
福
祉
施
設
」
に
つ

い
て
は
、
右
記
の
全
体
に
占
め
る
割
合
か
ら
は
顕
著
な
特

徴
を
指
摘
し
難
い
。
し
か
し
、
市
部
（
三
八
二
五
施
設
）

と
町
村
部
（
一
五
六
二
施
設
）
を
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
に
導

入
割
合
を
み
る
と
、「
社
会
福
祉
施
設
」は
ほ
ぼ
同
じ
値（
市

部
一
四
・
三
％
、
町
村
部
一
二
・
三
％
）
と
な
る
も
の
の
、

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」、「
産
業
振
興

施
設
」、「
文
教
施
設
」
で
は
す
べ
て
、
市
部
に
比
べ
て
町

村
部
の
方
が
一
三
～
一
六
㌽
高
い
値
が
出
る
。
町
村
部
で

は
、
市
部
の
よ
う
に
「
公
営
住
宅
」
な
い
し
「
公
園
」
へ

の
制
度
導
入
が
突
出
し
て
進
ん
で
い
る
自
治
体
が
な
く
、

よ
り
平
均
的
に
他
の
種
別
の
施
設
に
も
導
入
が
進
ん
で
い

る
と
言
え
る
。

　

⑷　

指
定
管
理
者
の
種
別

  

総
務
省
調
査
で
は
、
指
定
管
理
者
に
選
定
さ
れ
て
い
る

団
体
（
以
下
、
指
定
管
理
団
体
）
の
種
別
に
つ
い
て
、
以

下
の
七
つ
の
区
分
で
問
う
て
い
る
。

＜図表４＞　道内の指定管理者制度導入施設の種別内訳

物
園
等
）、
公
民
館
・
市
民
会
館
、
文
化
会
館
、
合
宿
所
、

研
修
所
（
青
少
年
の
家
を
含
む
）
等

⑤　

社
会
福
祉
施
設

病
院
、
診
療
所
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
、
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
、
児
童
ク
ラ
ブ
、

学
童
館
等
、
保
育
園
等

　

総
務
省
の
ま
と
め
た
全
国
の
分
析
結
果
に
よ
る
と
、
導

入
施
設
（
複
数
回
答
可
、
総
数
七
万
七
三
四
二
施
設
）
の

内
訳
は
、
①
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」

一
万
五
一
七
八
（
一
九
・
六
％
）、
②
「
産
業
振
興
施
設
」

六
六
五
八
（
八
・
六
％
）、
③
「
基
盤
施
設
」
二
万
五
九
一

四
（
三
三
・
五
％
）、
④
「
文
教
施
設
」
一
万
五
九
一
〇

（
二
〇
・
六
％
）、
⑤
「
社
会
福
祉
施
設
」
一
万
三
六
八
五

（
一
七
・
七
％
）
で
あ
る
。

　

道
内
五
六
六
〇
施
設
（
複
数
回
答
な
し
）
の
内
訳
は
、

図
表
４
の
と
お
り
、
①
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー

ツ
施
設
」
九
九
〇
（
一
七
・
五
％
）、②
「
産
業
振
興
施
設
」

三
七
八
（
六
・
七
％
）、
③
「
基
盤
施
設
」
二
五
二
六
（
四

四
・
六
％
）、④
「
文
教
施
設
」
一
〇
二
七
（
一
八
・
一
％
）、

⑤
「
社
会
福
祉
施
設
」
七
三
九
（
一
三
・
一
％
）
と
な
っ
た
。

　

道
内
の
特
徴
と
し
て
、「
基
盤
施
設
」
が
四
四
・
六
％
と

半
数
近
く
を
占
め
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。そ
の
要
因
は
、

図
表
３
に
示
す
導
入
施
設
数
の
上
位
七
団
体
（
旭
川
市
、

函
館
市
、
釧
路
市
、
札
幌
市
、
道
庁
、
石
狩
市
、
恵
庭
市
）

の
状
況
か
ら
見
て
取
れ
る
。
総
務
省
調
査
の
個
票
で
確
認

す
る
と
、
こ
れ
ら
上
位
七
団
体
で
導
入
施
設
数
を
押
し
上

げ
て
い
る
の
は
、
共
通
し
て
、
い
ず
れ
も
「
基
盤
施
設
」

に
分
類
さ
れ
る
「
公
園
」
も
し
く
は
「
公
営
住
宅
」、
あ
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九
七
四
施
設
（
一
七
・
二
％
）、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」
が
二
七
九

施
設
（
四
・
九
％
）、「
そ
の
他
の
団
体
」
が
一
〇
四
一
施

設
（
一
八
・
四
％
）
と
な
っ
た
。
こ
れ
も
全
国
の
傾
向
と

ほ
ぼ
合
致
す
る
結
果
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
最
も
多
数
を
占
め
た
の
が
「
公
益
法
人
等
」

で
あ
る
。
指
定
管
理
者
制
度
導
入
前
の
管
理
委
託
制
度
の

時
代
に
受
託
し
て
い
た
公
益
法
人
（
旧
公
益
法
人
制
度
下

の
社
団
・
財
団
法
人
の
法
人
格
を
持
つ
自
治
体
出
資
団
体
）

な
ど
が
指
定
管
理
者
制
度
導
入
後
も
継
続
し
て
施
設
の
管

理
・
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
現
在
も
一
定
程
度

存
続
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、「
公
益
法
人
等
」
を
指
定
管
理
者
に
選
定
し

て
い
る
施
設
は
、道
庁
（
四
六
・
九
％
）
お
よ
び
市
部
（
三

六
・
四
％
）
で
最
多
で
あ
り
、
道
内
計
一
六
二
六
施
設
の

う
ち
九
割
以
上
（
一
五
二
一
施
設
、
九
三
・
五
％
）
を
道

庁
と
市
部
の
施
設
が
占
め
る
。
こ
れ
に
対
し
町
村
部
で
は

六
・
七
％
（
一
〇
五
施
設
）
に
す
ぎ
な
い
。

　

一
方
、
町
村
部
で
高
い
割
合
を
占
め
た
の
は
、「
地
縁

団
体
」（
二
九
・
三
％
）
と
「
株
式
会
社
等
」（
二
六
・
〇
％
）

で
あ
る
。
地
縁
団
体
は
、
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
に
自
治
会
・
町
内
会
を
選
定
す
る
例

が
多
く
み
ら
れ
る
。
株
式
会
社
は
、
市
部
で
の
選
定
例
が

さ
ほ
ど
多
く
な
い
こ
と
（
一
五
・
五
％
）
と
の
対
照
で
、

町
村
部
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
受
け
手
の
状
況
を
表
し

て
い
る
と
い
え
る
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」
は
、指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
っ

て
初
め
て
公
の
施
設
の
管
理
・
運
営
に
参
入
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
団
体
の
種
類
の
一
つ
だ
が
、
当
初
か
ら
、

市
民
の
視
線
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
実
践
す
る
主
要

①　

株
式
会
社
（
特
例
有
限
会
社
を
含
む
。）

②　

特
例
民
法
法
人
、
一
般
社
団
・
財
団
法
人
、
公
益
社
団
・

財
団
法
人
、
地
方
三
公
社
（
住
宅
供
給
公
社
、
道
路
公
社
、

土
地
開
発
公
社
）

③　

地
方
公
共
団
体
（
一
部
事
務
組
合
等
を
含
む
。）

④　

公
共
的
団
体                                                              

　

例
：
農
業
協
同
組
合
、
社
会
福
祉
法
人
、
森
林
組
合
、

赤
十
字
社
等

⑤　

地
縁
に
よ
る
団
体

　
　
　

例
：
自
治
会
、
町
内
会
等

⑥　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

⑦　

①
～
⑥
以
外
の
団
体

　
　
　

例
：
学
校
法
人
、
医
療
法
人
、
共
同
企
業
体
等

　

総
務
省
の
ま
と
め
た
全
国
の
分
析
結
果
に
よ
る
と
、
指

定
管
理
団
体
（
複
数
回
答
可
、延
べ
七
万
七
三
四
二
団
体
）

の
内
訳
は
、①「
株
式
会
社
等
」一
万
四
九
九
八（
一
九
・
四
％
）、

②
「
公
益
法
人
等
」
一
万
九
六
八
〇
（
二
五
・
四
％
）、③
「
地

方
公
共
団
体
」
二
三
九
（
〇
・
三
％
）、④
「
公
共
的
団
体
」

一
万
二
五
六
四
（
一
六
・
二
％
）、
⑤
「
地
縁
団
体
」
一
万

五
八
五
五
（
二
〇
・
五
％
）、
⑥
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」
三
五
二

五
（
四
・
六
％
）、⑦
「
①
～
⑥
以
外
の
団
体
」（
以
下
、「
そ

の
他
の
団
体
」）
一
万
四
八
一
（
一
三
・
六
％
）
で
あ
る
。

　

道
内
五
六
六
〇
施
設
の
指
定
管
理
団
体
の
内
訳
は
、
図

表
５
の
と
お
り
（
３
）
、「
株
式
会
社
等
」が
一
〇
五
三
施
設（
一
八
・

六
％
）、「
公
益
法
人
等
」が
一
六
二
六
施
設（
二
八
・
七
％
）、

「
地
方
公
共
団
体
」
が
二
七
施
設
（
〇
・
五
％
）、「
公
共
的

団
体
」
が
六
六
〇
施
設
（
一
一
・
七
％
）、「
地
縁
団
体
」
が

＜図表５＞　道内自治体における指定管理団体の種別の選定状況
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な
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
に

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
選
定
例
は
こ
の
間
大
き
く
増
え
な
い
ま

ま
推
移
し
て
き
て
お
り
、二
〇
一
五
年
調
査
の
結
果
で
も
、

同
じ
境
遇
の
株
式
会
社
が
全
国
で
一
九
・
四
％
（
一
万
四
九

九
八
施
設
）
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
は
同
四
・
六
％
（
三
五
二
五
施
設
）
と
い
う
水
準

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
道
内
に
限
っ
て
も
四
・
九
％
（
二
四

〇
施
設
）
と
、
全
国
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
で
あ
る
。
た
だ
、

道
内
の
特
徴
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
指
定
管
理
者
に
選

定
さ
れ
て
い
る
割
合
に
お
い
て
、
一
般
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

集
中
す
る
と
さ
れ
る
市
部
（
四
・
四
％
）
よ
り
も
町
村
部

（
六
・
九
％
）
の
方
が
高
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
「
そ
の
他
の
団
体
」
と
し
て
回
答
さ
れ
て
い
る
指
定
管

理
者
が
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
道
内
で
は
一

〇
四
一
施
設
で
あ
る
。
個
票
か
ら
読
み
取
る
限
り
、
総
務

省
の
調
査
票
に
例
示
さ
れ
て
い
る
学
校
法
人
、医
療
法
人
、

共
同
事
業
体
の
ほ
か
、
職
業
訓
練
法
人
、
有
限
会
社
、
合

同
会
社
、
管
理
組
合
、
協
会
、
同
好
会
な
ど
多
種
多
様
な

種
類
が
読
み
取
れ
、
こ
の
う
ち
の
約
三
分
の
二
を
共
同
事

業
体
が
占
め
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る（
４
）。
共
同
事
業
体
に

よ
る
公
の
施
設
の
管
理
・
運
営
も
、
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
を
も
っ
て
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
積
極

的
な
活
用
状
況
が
う
か
が
え
る
。

　

⑸　

選
定
方
法

  

総
務
省
調
査
で
は
、
指
定
管
理
者
の
選
定
方
法
に
つ
い

て
、
以
下
の
五
つ
の
区
分
で
問
う
て
い
る
。

①　

公
募
に
よ
り
候
補
者
を
募
集
、
職
員
以
外
を
中
心
と
し

た
合
議
体
に
よ
り
選
定

②　

公
募
に
よ
り
候
補
者
を
募
集
、
職
員
を
中
心
と
し
た
合

議
体
に
よ
り
選
定

③　

公
募
に
よ
り
候
補
者
を
募
集
（
右
記
①
・
②
以
外
）

④　

従
前
の
管
理
受
託
者
・
指
定
管
理
者
を
公
募
の
方
法
に

よ
る
こ
と
な
く
選
定

⑤　

①
～
④
以
外
の
方
法
に
よ
り
選
定

　

選
定
方
法
に
関
す
る
全
国
七
万
六
七
八
八
施
設
の
分
析

結
果
に
よ
る
と
、
①
～
③
を
合
算
し
た
「
公
募
」
に
よ
る

選
定
は
三
万
五
三
七
一
（
四
六
・
五
％
）、
④
「
従
前
の
管

理
受
託
者
・
指
定
管
理
者
を
公
募
の
方
法
に
よ
る
こ
と
な

く
選
定
」
三
万
七
二
六
三
（
四
八
・
五
％
）、
⑤
「
①
～
④

以
外
の
方
法
に
よ
り
選
定
」
三
七
九
四
（
四
・
九
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
①
～
③
を
「
公
募
」、
④
と
⑤
を
「
非
公

募
」
と
し
て
括
る
と
、
ほ
ぼ
半
々
と
い
う
結
果
で
あ
る
。

同
省
に
よ
れ
ば
、「
公
募
」
の
四
六
・
五
％
は
前
回
調
査

（
四
三
・
三
％
）
比
で
二
・
七
㌽
の
上
昇
と
い
う
。

　

道
内
五
六
六
〇
施
設
の
状
況
を
み
る
と
、
①
～
③
を
合

算
し
た
「
公
募
」
が
三
二
〇
四
施
設
（
五
六
・
六
％
）、

④
と
⑤
を
合
算
し
た
「
非
公
募
」
が
二
四
五
六
施
設

（
四
三
・
四
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
に
比
べ
、
公
募
の

占
め
る
割
合
が
一
〇
㌽
ほ
ど
高
い
。
道
庁
は
九
割
以
上
が

「
公
募
」
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
項
目
は
市
部
と
町
村
部
で
数
値
的
に
も

正
反
対
の
結
果
が
出
て
お
り
、
市
部
が
「
公
募
」
六
一
・
五

％
、「
非
公
募
」
が
三
八
・
五
％
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
町

村
部
は
「
公
募
」
三
八
・
七
％
、「
非
公
募
」
六
一
・
三
％

と
な
っ
た
。
町
村
部
に
お
け
る「
公
募
」の
低
さ
は
、①「
公
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「
一
〇
年
以
上
」
と
さ
れ
た
施
設
の
数
に
差
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
で
き
る
。「
一
〇
年
以
上
」
は
道
内
計
一
三
二
施

設
だ
が
、
市
部
は
わ
ず
か
〇
・
五
％
（
一
八
施
設
）
に
と

ど
ま
る
の
に
対
し
、町
村
部
で
は
七
・
三
％（
一
一
四
施
設
）

に
上
る
。
町
村
部
の
「
一
〇
年
以
上
」
の
施
設
と
し
て
は
、

個
票
に
よ
れ
ば
、
地
区
会
館
、
農
作
物
等
の
貯
蔵
施
設
、

診
療
所
な
ど
が
一
定
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

　

⑺　

指
定
の
取
消
し
等

  

本
節
⑴
で
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
施
設
数
は
全
国

的
に
は
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
な
か
で
、
二
〇
一
二
年

調
査
と
二
〇
一
五
年
調
査
を
比
較
し
た
と
き
、
道
内
の
指

定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
の
数
は
札
幌
市
以
外
の
市
町
村

を
中
心
に
減
少
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　

総
務
省
二
〇
一
五
年
調
査
で
は
、
二
〇
一
二
年
四
月
二

日
～
二
〇
一
五
年
四
月
一
日
の
期
間
に
お
け
る
「
指
定
の

取
消
し
等
の
事
例
」
に
つ
い
て
も
調
査
さ
れ
て
お
り
、「
取

消
し
等
の
事
例
の
内
容
」、「
取
消
し
の
理
由
」、「
指
定
取

消
し
後
の
管
理
」
な
ど
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
る
。
結
果

の
概
要
に
よ
る
と
、
右
記
期
間
に
お
け
る
全
国
の
指
定
取

消
し
等
の
事
例
は
、
計
二
三
〇
八
施
設
（
前
回
比
一
〇
七

減
）
に
上
り
、
そ
の
内
訳
は
、「
指
定
の
取
消
し
」
六
九
六

施
設
（
三
〇
・
二
％
）、「
業
務
の
停
止
」
四
七
施
設
（
二
・

〇
％
）、「
指
定
管
理
の
取
り
や
め
」
一
五
六
五
施
設

（
六
七
・
八
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

道
内
で
同
期
間
に
お
い
て
指
定
の
取
消
し
等
に
な
っ
た

施
設
は
、
道
庁
一
〇
施
設
、
市
町
村
一
一
七
施
設
（
札
幌

募
に
よ
り
候
補
者
を
募
集
、
職
員
以
外
を
中
心
と
し
た
合

議
体
に
よ
り
選
定
」の
回
答
の
極
端
な
少
な
さ（
五
・
四
％
）

の
反
映
で
も
あ
る
。

　

⑹　

指
定
期
間

　

総
務
省
調
査
で
は
、指
定
期
間
に
つ
い
て
、「
一
年
」～「
九

年
」
お
よ
び
「
一
〇
年
以
上
」
と
い
う
一
〇
の
区
分
で
問

う
て
い
る
。

　

全
国
の
分
析
結
果
と
し
て
、
総
務
省
は
、
▽
「
三
年
」

（
一
七
・
八
％
）
と
「
四
年
」（
七
・
七
％
）
と
「
五
年
」

（
六
五
・
三
％
）
の
合
計
で
九
割
以
上
（
九
〇
・
九
％
）
を

占
め
る
こ
と
、
▽
「
五
年
」
が
前
回
二
〇
一
二
年
調
査
比

で
九
・
三
㌽
増
加
し
、
指
定
期
間
の
長
期
化
の
傾
向
が
読

み
取
れ
る
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、「
四

年
」
に
次
い
で
多
い
の
が
「
一
〇
年
以
上
」
で
、
全
国
で

は
四
三
七
八
施
設
（
五
・
七
％
）
に
上
る
。

　

道
内
の
五
六
六
〇
施
設
の
指
定
期
間
を
み
る
と
、「
五
年
」

が
ほ
ぼ
半
数
（
四
九
・
四
％
）
を
占
め
、
以
下
、「
三
年
」

二
四
・
〇
％
、「
四
年
」
二
二
・
六
％
、「
一
〇
年
以
上
」
二
・

三
％
と
続
く
。
全
国
の
傾
向
と
同
じ
く
、「
三
年
」
と
「
四

年
」
と
「
五
年
」
の
合
計
で
九
割
以
上
（
九
五
・
五
％
）

を
占
め
て
い
る
。

　

市
部
と
町
村
部
を
分
け
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
最
多
は

「
五
年
」
で
五
割
前
後
（
市
部
五
三
・
六
％
、
町
村
部
四
七
・

九
％
）
に
上
る
が
、
市
部
で
は
「
三
年
」
と
「
四
年
」
が

い
ず
れ
も
約
二
二
％
で
あ
る
の
に
対
し
、町
村
部
で
は「
三

年
」
が
約
三
三
％
、「
四
年
」
が
約
一
一
％
と
開
き
が
あ
る
。

　

ま
た
、
市
部
と
町
村
部
の
最
も
顕
著
な
違
い
と
し
て
は

＜図表７＞　道内の指定管理者制度導入施設の指定期間の内訳
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市
五
施
設
、そ
の
他
市
部
九
五
施
設
、町
村
部
一
七
施
設
）、

計
一
二
七
施
設
で
あ
る
。そ
の
内
訳
は
、「
指
定
の
取
消
し
」

三
七
施
設
（
二
九
・
一
％
）、「
業
務
の
停
止
」
三
施
設
（
二
・

四
％
）、「
指
定
管
理
の
取
り
や
め
」
八
七
施
設
（
六
八
・

五
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
取
消
し
の
理
由
と
し
て

は
、「
費
用
対
効
果
・
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
検
証
の
結
果
」、「
施

設
の
休
止
・
廃
止
」、「
指
定
管
理
者
の
経
営
困
難
等
に
よ

る
撤
退
（
指
定
返
上
）」、「
施
設
の
民
間
等
へ
の
譲
渡
」
が
、

取
消
し
後
の
管
理
に
つ
い
て
は
、「
直
営
（
業
務
委
託
を

含
む
）」、「
統
合
・
廃
止
（
民
間
等
へ
の
譲
渡
・
貸
与
を

含
む
）」
が
目
立
っ
た
。

４
．
結
び
に
代
え
て

－

継
続
的
な
指
定
管
理
者
制
度

　

の
検
証
に
む
け
て

　

以
上
、
総
務
省
二
〇
一
五
年
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、

道
内
の
指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
状
況
を
み
て
き
た
。
個

票
を
も
と
に
道
内
の
運
用
状
況
を
集
計
し
て
み
る
と
、
総

体
で
は
全
国
状
況
と
さ
ほ
ど
大
差
の
な
い
傾
向
が
出
る
場

合
が
多
か
っ
た
が
、
市
部
と
町
村
部
と
で
分
け
て
分
析
し

た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
特
徴
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
。

　

あ
ら
た
め
て
今
回
の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た

道
内
の
運
用
状
況
の
主
な
特
徴
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の

と
お
り
に
な
る
。

・　

道
内
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
は
、
市
部
が

総
数
の
約
三
分
の
二
を
占
め
、
わ
け
て
も
中
核
市
二

市
と
指
定
都
市
で
の
導
入
が
顕
著
で
あ
る
。

・　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
施
設
は
、総
体
で
は
「
公

園
」
お
よ
び
「
公
営
住
宅
」
を
内
実
と
し
て
「
基
盤

施
設
」
が
半
数
近
く
を
占
め
る
が
、こ
れ
は
市
部
（
特

に
上
位
六
団
体
）
と
道
庁
で
の
導
入
状
況
が
影
響
し

て
い
る
。

・　

指
定
管
理
団
体
は
、
市
部
で
は
「
公
益
法
人
等
」

が
指
定
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
町
村
部
で
は

「
株
式
会
社
等
」
や
「
地
縁
団
体
」
の
方
が
多
い
。

市
部
で
も
町
村
部
で
も
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」
の
選
定
例

が
増
え
ず
、「
共
同
事
業
体
」
の
選
定
は
よ
り
積
極

的
に
進
ん
で
い
る
。

・　

指
定
管
理
者
の
選
定
方
法
は
、「
公
募
」
と
「
非

公
募
」
で
概
ね
半
々
と
い
う
状
況
で
あ
る
。「
公
募
」

は
市
部
で
よ
り
積
極
的
に
進
め
ら
れ
る
一
方
、
町
村

部
で
は
「
非
公
募
」
が
根
強
い
ほ
か
、「
公
募
」
の

場
合
で
も
民
間
委
員
を
合
議
体
に
加
え
る
例
が
極
端

に
少
な
い
。

・　

指
定
期
間
は
、
道
内
も
全
国
同
様
に
「
五
年
」
が

最
も
多
く
、「
三
年
」
と
「
四
年
」
と
「
五
年
」
の

合
計
で
全
体
の
九
割
以
上
を
占
め
る
。「
一
〇
年
以

上
」
は
ほ
と
ん
ど
が
町
村
部
で
み
ら
れ
る
。

・　

道
内
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
は
、
市
町
村

を
中
心
に
減
少
が
続
い
て
い
る
。
指
定
の
取
消
し
の

理
由
と
し
て
は
、「
費
用
対
効
果
・
サ
ー
ビ
ス
水
準

の
検
証
の
結
果
」、「
施
設
の
休
止
・
廃
止
」、「
指
定

管
理
者
の
経
営
困
難
等
に
よ
る
撤
退（
指
定
返
上
）」、

「
施
設
の
民
間
等
へ
の
譲
渡
」
な
ど
が
あ
る
。

　

最
後
に
、
指
定
管
理
者
制
度
に
関
す
る
情
報
公
開
の
状

況
に
つ
い
て
一
言
触
れ
た
い
。

　

本
稿
の
も
と
に
な
っ
た
集
計
の
作
業
は
、
総
務
省
二
〇

一
五
年
調
査
の
結
果
に
付
随
し
て
出
さ
れ
た
個
票
が
、
比

較
的
容
易
に
加
工
で
き
る
表
計
算
ソ
フ
ト
の
フ
ァ
イ
ル
で

公
表
さ
れ
た
こ
と
で
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る（
５
）。
こ
の

よ
う
な
情
報
公
開
の
し
か
た
が
今
後
の
同
様
の
調
査
結
果

の
公
表
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

　

一
方
、
各
自
治
体
の
指
定
管
理
者
制
度
に
関
す
る
情
報

公
開
の
現
状
に
つ
い
て
い
え
ば
、
依
然
と
し
て
自
ら
の
運

用
状
況
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
公
表
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
が
町
村
を
中
心
に
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
制

度
の
「
現
状
」
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
情
報
を
公
開
し
て

い
る
自
治
体
で
あ
っ
て
も
、
毎
年
度
も
し
く
は
指
定
管
理

者
の
一
斉
更
新
期
ご
と
に
「
現
状
」
が
変
わ
り
、
こ
れ
に

伴
っ
て
公
開
情
報
の
内
容
が
刷
新
さ
れ
る
と
、
更
新
前
の

情
報
が
閲
覧
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
で
は
、

た
と
え
「
現
状
」
が
わ
か
っ
て
も
、「
現
状
」
に
至
る
個
々

の
施
設
ご
と
の
経
過
な
ど
は
隠
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
本
格
施
行
か
ら
一
〇
年
を
経
過
し

た
が
、
各
自
治
体
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
そ
の
適
正

な
運
用
に
向
け
て
試
行
錯
誤
が
続
い
て
い
る
。
各
自
治
体

に
お
け
る
情
報
共
有
と
過
去
の
実
践
に
関
す
る
分
析
が
重

要
で
あ
る
と
こ
ろ
、
同
制
度
の
情
報
公
開
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
今
後
も
い
っ
そ
う
の
工
夫
と
充
実
化
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

【
注
】

（
１
）　

本
稿
執
筆
時
点
（
二
〇
一
六
年
九
月
）
ま
で
に
実
施
さ

　
　

れ
て
い
る
総
務
省
の
調
査
は
四
回
で
、
調
査
の
基
準
日
と
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指
定
す
る
法
人
」（「
地
方
自
治
法
施
行
規
則
」
第
一
七
条
）

と
さ
れ
て
い
た
。

（
３
）　

本
調
査
項
目
は
複
数
回
答
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
個

票
に
よ
る
と
、
道
内
で
は
三
市
一
町
の
一
二
施
設
の
指
定

管
理
者
七
団
体
で
複
数
回
答
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
本
稿
の
も
と
に
な
っ
た
道
内
分
の
集
計
に
当
た
っ
て

は
、
導
入
施
設
数
と
指
定
管
理
団
体
の
数
を
合
わ
せ
る
た

め
、
一
定
の
調
整
を
行
っ
た
。
当
該
指
定
管
理
団
体
の
本

稿
で
の
扱
い
は
以
下
の
と
お
り
と
し
た
の
で
、
了
承
さ
れ

た
い
。

○　

夕
張
市

・　

医
療
法
人
財
団
夕
張
希
望
の
杜
（
一
施
設
）
回
答

②
⑦
→
「
医
療
法
人
」
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
、
本
稿

で
の
扱
い
は
⑦
と
し
た
。

○　

伊
達
市

・　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
伊
達
市
体
育
協
会
・
株
式

会
社
苫
小
牧
ス
コ
ー
レ
共
同
事
業
体
（
二
施
設
）
回

答
①
⑥
→
「
共
同
事
業
体
」
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
、

本
稿
で
の
扱
い
は
⑦
と
し
た
。

○　

北
広
島
市

・　

大
曲
会
館
運
営
委
員
会
（
二
施
設
）
回
答
⑤
⑦
→

「
共
同
事
業
体
」
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
、
本
稿
で
の

扱
い
は
⑦
と
し
た
。

・　

西
の
里
会
館
運
営
委
員
会
（
二
施
設
）
同
右

・　

農
民
研
修
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
（
二
施
設
）
同
右

・　

北
広
島
市
自
然
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
運
営
委
員
会

（
一
施
設
）
同
右

○　

新
ひ
だ
か
町

・　

社
会
福
祉
法
人
新
ひ
だ
か
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
二

施
設
）
回
答
④
⑤
→
「
社
会
福
祉
法
人
」
と
し
て
カ

ウ
ン
ト
し
、
本
稿
で
の
扱
い
は
④
と
し
た
。

（
４
）　

た
だ
し
、
個
票
の
記
載
内
容
（
団
体
名
）
だ
け
で
は
実

態
を
見
極
め
る
こ
と
が
困
難
な
団
体
も
あ
り
、
よ
り
正
確

な
情
報
の
取
得
に
は
各
自
治
体
の
担
当
課
な
ど
に
対
し
て

個
別
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。「
そ
の
他
の
団
体
」
に

関
す
る
詳
細
な
分
析
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

（
５
）　

個
票
は
二
〇
一
二
年
調
査
の
結
果
の
公
表
か
ら
付
随
す

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
と
き
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で

掲
載
さ
れ
て
い
た
。

【
参
考
文
献
・
資
料
】

・　

総
務
省
自
治
行
政
局
行
政
課
『
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
状
況
に
関
す
る
調
査
結
果
』
二
〇
〇
七
年

一
月

・　

同
『
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
状
況
等
に

関
す
る
調
査
結
果
』
二
〇
〇
九
年
一
〇
月

・　

総
務
省
自
治
行
政
局
行
政
経
営
支
援
室
『
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
状
況
等
に
関
す
る
調
査
結
果
』

二
〇
一
二
年
一
一
月

・　

同
『
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
状
況
等
に

関
す
る
調
査
結
果
』
二
〇
一
六
年
三
月

・　

辻
山
幸
宣
監
修
・
正
木
浩
司
編
著
『
改
革
渦
中
の
自
治

体
公
益
法
人
』
公
人
社
、
二
〇
一
二
年

・　

三
野
靖
『
指
定
管
理
者
制
度

－

自
治
体
施
設
を
条
例
で

変
え
る
』
公
人
社
、
二
〇
〇
五
年

・　

三
野
靖
「
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
制
度
と
公

共
性
確
保
ル
ー
ル
」（『
自
治
総
研
』
第
四
四
〇
号
所
収
一

－

六
三
頁
）
公
益
財
団
法
人
地
方
自
治
総
合
研
究
所
、
二

　
　

〇
一
五
年
六
月

＜

ま
さ
き　

こ
う
じ
・
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
研
究
員＞

同
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
調
査
結
果
の
公
表
日
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①　

基
準
日
二
〇
〇
六
年
九
月
一
日
、
公
表
日
二
〇
〇
七

年
一
月
三
一
日

②　

基
準
日
二
〇
〇
九
年
四
月
一
日
、
公
表
日
二
〇
〇
九

年
一
〇
月
二
三
日

③　

基
準
日
二
〇
一
二
年
四
月
一
日
、
公
表
日
二
〇
一
二

年
一
一
月
六
日

④　

基
準
日
二
〇
一
五
年
四
月
一
日
、
公
表
日
二
〇
一
六

年
三
月
二
五
日

（
２
）　
「
地
方
自
治
法
」
は
制
定
当
初
、「
公
の
施
設
」
の
概
念

は
な
く
、「
営
造
物
」
の
設
置
・
管
理
に
つ
い
て
自
治
体

の
直
営
を
想
定
し
、
委
託
は
消
極
的
な
扱
い
で
あ
っ
た
。

　

同
法
の
一
九
六
三
年
改
正
に
よ
り
、「
公
の
施
設
」
の

概
念
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
設
置
を
自
治
体
の
責
務
と
す
る

と
と
も
に
、「
公
の
施
設
の
管
理
委
託
制
度
」を
導
入
し
た
。

委
託
先
は
、
一
部
事
務
組
合
な
ど
の
公
共
団
体
、
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
公
共
的
団
体
と
さ
れ
て
い
た
。

　

同
法
の
一
九
九
一
年
改
正
に
よ
り
、
利
用
料
金
制
度
が

導
入
さ
れ
た
ほ
か
、
管
理
の
委
託
先
が
拡
大
さ
れ
、
新
た

に
「
地
方
公
共
団
体
が
出
資
し
て
い
る
法
人
で
政
令
で
定

め
る
も
の
」
が
追
加
さ
れ
た
。
該
当
法
人
の
要
件
は
、
政

省
令
に
よ
り
、「
普
通
地
方
公
共
団
体
が
資
本
金
、
基
本

金
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
の
二
分
の
一
以
上
を
出
資

し
て
い
る
法
人
」（「
地
方
自
治
法
施
行
令
」
第
一
七
三
条

の
三
第
一
号
）、「
普
通
地
方
公
共
団
体
が
資
本
金
、
基
本

金
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
の
四
分
の
一
以
上
を
出
資

し
て
い
る
法
人
で
当
該
公
の
施
設
の
管
理
に
類
す
る
業
務

を
行
っ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
当
該
地
方
公
共
団
体
が
役

員
等
の
二
分
の
一
以
上
を
派
遣
し
て
い
る
法
人
又
は
職
員

の
派
遣
状
況
等
か
ら
公
の
施
設
の
管
理
を
受
託
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
法
人
と
し
て
自
治
大
臣
が


